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結核菌を中心としてみた抽水系に於ける各種

細菌､菌類の態度 ･

大 岩 弘 治

節24回日本細菌学会に報償 (昭和26年)

結核菌の薬園法中には脂質溶解部 を用払て菌を浮揚､集菌する ｢1)グTfイン｣法がある0 本法の理
論的根拠 として結核菌の菌体表面 と指質溶解剤 との親和性が注目せられ､ 又一部の研究者は本現象と

抗酸性の間に-蓮の関係があやのではないかと考へているo もし締核菌が油に吸着＼浮揚する現象が

抗酸性と清彦関聯するものならば､ 結核菌の抗酸性形のみ浮揚､吸革 し､易染性形は吸着 しないであ

らうし､本法を利用して同形を分離する事 も可能な筈である｡此点を確かめたいと考-て始めた実験で

あるが､結果は否定的であって､結核菌の上記両種形態共によく吸着､浮揚す亭oそれならば本現象は

果 して結核菌のみの特性であるかどうか､ .以下各種細菌､菌類についで行った実験結果を記載するO

実 験 方■法

各種細菌及び菌類 (12種)の 10mg/ml食塩水浮遊液を作 り､ 鳥潟沈澱管に入れ､等量の有韻溶媒
(--テ}り 或は抽 (オレーフ油､_流動パ ラフィン)を加-てこ振i象､宅昆和し､ 充分･に乳化した後､速

心 して再び油相 と水桶 とに分離 させる｡ この時の沈澱箇量を目盛で読み､対照 として薗浮遊液のみを

同時に芸塞心 して､ その沈澱量 より線菌量を計 り､両者の差を油水界面に吸着された菌畳と見倣 し､給

菌畳に対する吸着菌畳の首分率を吸着率としたo

乗助成横並びに考察 ヽ

1) 各画細菌及び菌額の界面吸着菌量

第3表に示す通 り葡萄球菌､大腸菌､称膿蘭､枯草菌､牌挽症菌等-被細菌に属する蘭は共に浮華液

一 中の綿菌体の大部分が吸潜 されずに沈澱する. (但有芽胞菌では芽胞形が増加すれば吸着菌畳は均す

傾向にある｡)

弟 3表 地水 系に放け●る各種細菌及び粛親 の吸発酵 描

常 ~ 種
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.#吸着率 岩畳堅些菱畢 x100
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教練状菌例へば Nocardia,及び 線状簡例へばPe云icillium揺:著明に界面に吸着､集合して殆んど沈

澱 しない｡ 結核菌及び ｢ヂフテ1)-｣菌は細菌覇とは相違 して､むしろ放線状薗及び静状菌 と近似で

あって､よく界面に吸着されるo この二種の常は従来か らも分哲学上の位置が不分明な菌であるが､

植田教授は最近帯核菌の発育様式を明らかにし､ それから見て結核菌は細菌ではなく､むしろ放線牧

園に属せしむべきであると主眼したが､上述の観察は此様な分界学的な考察とも関聯して興味深い｡

唯此処に奇異な事は酵増:園であって､使用に供した三種異共吸着せられ難 く大部分が沈澱する0

2) 除指及び蛋白変性処聖結核菌の界面吸着率

第4表に示す如 く結核菌を有機溶媒で挽指し､或は弱酸で水解し､或は熱により蛋白変性を起させ転

後 (この内には表記の如 く抗酸性を失った場合もある)吸着量を計ってみたが､ 無処異の結核菌の場

合と殆んど変 らずよく吸着 される｡ 巨ロち締後菌に於て油水面吸着現象とその抗酸性と間には南接の関

係は認められない｡第3表の抗酸性1を全 く示さな＼Jへ桓葉頁の常葉細ミよく吸着されるのを併せ考-る時は､

この事は一骨確実と成る｡

第4表 脱脂及び蛋 白変性処理椅核甫 (人型F株)の吸着準

前 処 置 法 抗 酸 性無 処 澄 +アル コール (20時間) 1- コニーテ′レ 勧オ--ブ油 ‡禁 ラ フ イ ン9596 8996 . - 9493

エーテル.アル コール (20時間) + 93 93 96

1%抜 髄 アル コーブレ(20時間) 84 87 t 84

エーテル.アル コール (20時間)+ ク ロ ロ フ ォ ル ム(20時間) - 85 ! 91 ≧ 91

結 論

1) 油水系の界面によく吸潰される桂類は結核菌の外 ｢ヂフテリー｣菌､Nocardia,Penicillium
等であって-絞細菌欝は吸清せられ姓 く､. 巨ロち此率は分界学上近蘭 関係にある-一群の接生物に共通な

特性ではないかと考へる0

2) 本現象と抗酸性とは無関係である.

結 核 菌 の Gram 染 色性 につ い て

(附)Oram染色性とA,Tuch染色性とe)異同

大 岩 弘 ､ 治

口本細菌学雑誌 5番 1号 19京 (昭和25年)に発表 した｡

結核菌の Gram 染色法としては Much法､FontとS法､Weiss法等が麓 く一校に行はれてゐるo

是等の染色法とその原注である Gram 法との問の染色原聖上の 異同に関しては､ 従来殆んど取上げ

られた事はなかった｡ 染色所見よりこの区別を指摘 されたのは植田教授であって､結核菌の三党育初期

薗膜の貼布標本について園の配列を判断の根拠として染色所見上の異同を明瞭にされた｡ 結核菌以外
の一一股細菌例へば枯草菌､或は酵母菌例へぼ SaccharolnyCeSについて､FontとS法及び Graln湊を


